
津付ダムだより 平成２２年１１月 第１９号 （随刊）
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梁
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つ
く
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工
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進
め
て
お
り
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工
事
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と
に
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校
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ど
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象
と
し
た
見
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会
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開
催
し
て
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ま
す
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に
、
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っ
て
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自
治
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で
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を

行
い
た
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と
お
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方
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務
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。
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こ
の
た
よ
り
が
届
く
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、
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が
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し
て
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ま
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。
次
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で
詳
し
く
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

※
貫
通
と
は
、
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
掘
削
が
完
了
し
、
起

点
と
終
点
が
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
後
、
覆
工
や
舗
装
な
ど
を

施
工
し
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
と
な
り
ま

す
。
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津付ダムだより 平成 21 年 12 月号（第１１号）に掲載した「気仙川水系河川整備手法比較表」

の補足説明を行っています。この表は、平成 21 年度に行われた大規模事業評価専門委員会での審

議に使用されたものです。

今回は、事業費について、着目します。

（ダム＋河川改修案→津付ダム建設と河川の改修を組み合わせて対策する案）をＡ案、（河川改

修単独案→河川の改修のみで対策する案）をＢ案として比較しています。

ダム １４１億円

河川改修 ２３億円 河川改修 ９４億円

河川改修 １７０億円 河川改修 ２６０億円

３５４億円 △

総
事
業
費

1/30 １６４億円 ９４億円

1/70の整備に
必要な追加分

１７０億円 ２６０億円

合計 ３３４億円 ○

（河川改修単独案）Ｂ案（ダム＋河川改修案）Ａ案

段階的整備の計画として、今後２０年程度の期間での整備を目標とした「気仙川河川整備計

画」は、治水安全度を概ね３０年確率（１／３０）としています。また、気仙川の河川整備の

最終目標（河川整備基本方針）では治水安全度１／７０としています。

表の１段目では治水安全度１／３０に対応する事業費を、２段目では最終目標である治水安

全度１／７０の整備に必要な追加分の事業費を記述しています。

Ａ案では、ダム下流全川にわたり水位低下の効果がある津付ダムと河川改修で１／３０の整

備をします。津付ダムが１４１億円、河川改修が２３億円と算定しています。（表１段目）

次に１／７０を確保するための河川改修（表２段目）の追加事業費は１７０億円で、合わせ

て３３４億円が必要と試算しました。（完了予定は平成１１６年度＝西暦２１０４年度）

Ｂ案は、津付ダムを整備せずに河川改修のみで１／３０の整備をするのに９４億円（表 1 段

目）、さらに最終目標である１／７０を確保するための河川改修（表２段目）の追加分が２６０

億円で、合わせて３５４億円で対策するとしたものです。（完了予定は平成１６１年度＝西暦２

１４９年度）

Ａ案とＢ案で事業費を比較し、Ａ案が安いので、○と判定しています。

気仙川水系河川整備手法比較表の説明

河川等への油の流出事故にご注意願います。

寒さが増してきました。暖房等で灯油の使用が増えてきます。もし油漏れを発見したら、す

ぐに消防署・警察署・市町村・県・国の機関等に連絡をしましょう。


